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　はじめに

トゲカナガシラ Lepidotrigla japonica (Bleeker, 

1854)をはじめとするホウボウ科Triglidae魚類は，

胸鰭の下側 3軟条が遊離しており，これらを使用

して海底を歩くように移動し，餌生物を探すとい

う特異的な生態をもつことが知られている（矢頭，

1997；木村ほか，2004）．本科魚類は日本近海に

3属 19種が分布しており，そのうちカナガシラ

属 Lepidotrigla は ソ コ カ ナ ガ シ ラ L. abyssalis 

Jordan and Starks, 1904，イゴダカホデリ L. alata 

(Houttuyn, 1782)，カナド L. guentheri Hilgendorf, 

1879，ヒメソコカナガシラ L. hime Matsubara and 

Hiyama, 1932，トゲカナガシラ，ヒレナガカナガ

シラ L. kanagashira Kamohara, 1936，オニカナガ

シラ L. kishinouyei Snyder, 1911，ツラナガソコカ

ナガシラ L. longifaciata Yatou, 1981，カナガシラ L. 

microptera Günther, 1873，ヒレホシカナガシラ L. 

punctipectoralis Fowler, 1938，およびボウズカナガ

シラ Lepidotrigla sp.の 11種が国内から報告され

ている（山田・柳下，2013）．

これまで，トゲカナガシラは国内において兵

庫県浜坂から九州南岸の日本海・東シナ海沿岸，

岩手県，千葉県外房から九州南岸の太平洋沿岸，

瀬戸内海，東シナ海の大陸棚域から記録されてい

た（山田・柳下，2013）．

国立科学博物館所蔵標本の中から，大島郡瀬

戸内町江仁屋離島から得られたトゲカナガシラが

1個体見つかった．本標本は本種の琉球列島沿岸

からの初記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測は主に Hubbs and Lagler（1947）と

河合ほか（2003）にしたがい，頭部の棘の名称は

落合・矢頭（1984）にしたがった．胸鰭遊離軟条

は上から順に第 1遊離軟条，第 2遊離軟条，第 3

遊離軟条とした．標準体長は体長と表記し，デジ

タルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．本

報告に用いた標本は，国立科学博物館に保管され

ている．

　結果と考察

Lepidotrigla japonica (Bleeker, 1854)

トゲカナガシラ　（Fig. 1）

標本　NSMT-P 100745，体長 82.5 mm，鹿児島

県大島郡瀬戸内町江仁屋離島，底曳網，R/V 

Tansei-maru．

記載　背鰭鰭条数 IX, 14；臀鰭軟条数 14；胸

鰭軟条数 14；腹鰭鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 54；

鰓耙数 1 + 10 = 11．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

27.8：体幅 19.9：頭長 33.5：眼径 11.9：両眼間隔 6.4：

吻長 15.2：上顎長 14.4：尾柄長 13.8：尾柄高 6.8：

背鰭前長 36.5：背鰭第 1棘長 15.5：背鰭第 2棘長
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森脇ほか，2007），山口県日本海側（河野ほか，

2011），長崎県橘湾（篠原ほか，1998），千葉県波

左間（木村ほか，2004），相模湾（Senou et al, 

2006），静岡県熱海沿岸（瀬能ほか，1998），三重

県尾鷲・木本（鈴木・片岡，1997），愛知県三河

湾（荒尾・玉井，2011），和歌山県白浜（荒賀，

1985），田辺湾（池田・中坊，2015），高知県

（Kamohara, 1958）， 土 佐 湾（Shinohara et al., 

2001），須崎市沖（井手ほか，2003），以布利（御

所，2001），渭南（大植ほか，1953），柏島（平田

ほか，1996），愛媛県愛南（平田ほか，2010），宮

崎県日向灘南沖（椎名，2009），鹿児島県大隅半

島東側（財団法人鹿児島市水族館公社，2008），

薩摩半島西側（財団法人鹿児島市水族館公社，

2008），奄美群島江仁屋離島（本研究），および東

シナ海（山田ほか，2007）などから記録されてい

る．

備考　江仁屋離島から採集された標本は，第 2

背鰭基底に小棘のある骨質板を有すること，胸鰭

が長く，その後端は第 2背鰭中央直下をはるかに

越えること，吻端に顕著な棘を有することなどか

ら，山田・柳下（2013）が記載したトゲカナガシ

ラの標徴とよく一致したため，本種に同定された．

Lepidotrigla japonica (Bleeker, 1854)は長崎県か

ら得られた 3標本に基づき新種として記載され

た．その後，Steindachner and Döderlein (1887)は

本種を報告したが，この時点で本種に対して和名

が与えられていなかった．続いて，Jordan et al. 

21.3：背鰭第 3棘長 19.5：背鰭第 4棘長 19.6：背

鰭第 5棘長 15.2：背鰭第 6棘長 10.8：背鰭第 7棘

長 7.0：背鰭第 8棘長 3.9：背鰭第 9棘長 2.2：臀

鰭前長 56.0：胸鰭長 52.0：胸鰭第 1遊離軟条

31.4：胸鰭第 2遊離軟条 25.6：胸鰭第 3遊離軟条

21.5：腹鰭前長 33.0：腹鰭棘条長 18.8：腹鰭最長

軟条長 32.5．

体は中庸である．頭部側面上方に項棘を備え，

胸鰭基部直上に長くて鋭い上膊棘を備える．前鼻

孔は短い鼻管の先端に開口し，後鼻孔は孔状であ

る．上下顎骨歯は微小な円錐歯が歯帯を形成する．

鋤骨には 1–2列の微小な円錐歯が並ぶ．口蓋骨に

歯がない．側線は完全で，鰓蓋後端上端から尾柄

後端まで，一直線に走る．第 1背鰭始部は腹鰭挿

入部直上に位置する．第 1背鰭第 1–3棘の前縁は

鋸歯状である．第 2背鰭始部は臀鰭始部直上に位

置する．胸鰭基底上端は腹鰭挿入部直上に位置す

る．胸鰭は著しく長く，その先端は臀鰭第 12軟

条基部直上を越える．胸鰭遊離軟条は一番上が最

長で，その先端は臀鰭第 3軟条基部直上に達する．

尾鰭は湾入形である．

固定後の色彩　体色は一様に淡黄色を呈し，胸

鰭を除く各鰭は透明である．胸鰭内側の上から

1–6軟条の鰭膜は黒褐色を呈する．

分布　Lepidotrigla japonicaは日本，韓国，お

よび台湾に分布する（山田・柳下，2013）．本種

は国内では岩手県（丸山，1971），兵庫県浜坂町（鈴

木・宇野，1993），島根県敬川沖（松本，2005；

Fig. 1. Preserved specimen of Lepidotrigla japonica. NSMT-P 100745, 82.5 mm standard length, Eniyabanare-jima island, Amami Islands, 
Kagoshima, southern Japan.
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(1913)は本種に対して和名「トゲカナガシラ」を

提唱した．現在までにトゲカナガシラは岩手県以

南の太平洋沿岸，瀬戸内海，兵庫県浜坂町以南の

日本海・東シナ海沿岸から記録されていた（山田・

柳下，2013）．したがって江仁屋離島から採集さ

れた 1個体は，トゲカナガシラの琉球列島沿岸か

らの初記録となる．
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